
ライフステージ別の教育方法の例示

資料７



未就学児

目
標

安全・安心に自転車を利用することができるよう、自転車の基本的な技能を習得するとともに、他者の存在を前提として、自転車に限らず道路空間を安全に通行
するための基本的な交通ルールを学ぶ。

幼
児
の

特
性

①一つのものに注意が向くと、まわりのものが目にはいらなくなる ②ものごとを単純にしか理解できない ③そのときどきの気分によって行動が変わる
④抽象的なことばだけではよく理解できない ⑤大人のまねをする ⑥大人に依存しやすい ⑦応用的動作ができない ⑧物かげで遊ぶ傾向がある

（出典：「幼児交通安全教本」（昭和48年５月５日中央交通安全対策会議決定））
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【未就学児】の教育方法の例示
○ライフステージ別の教育方法として、以下のようなものが考えられるのではないか。
対象

内容

幼児の特性「大人のまねをする」を生かした観察学習
・こども乗せ自転車に同乗するこどもに対し、法令を遵守した模範走行を示す
・こどもと同伴走行する際、こどもに対し法令を遵守した模範走行を示す

観察学習と実践型学習の併用
・交差点における「止まる」「見る」「確かめる」について、言葉の理解に加え、具体的に

●交差点のどこで止まるのか
●どこを見るのか
●何を確かめるのか

を大人が模範を示し、こどもに実践させる
・交差点で起こりうる事故事例を展示することで「危険」とは何かを理解させる

いわゆるペダルなし二輪遊具や三輪車、補助輪付自転車等を使用した乗り方練習
・自転車の練習が可能な公園や交通公園等、公道以外の場所における練習
・それぞれの特性を生かした段階的なバランス能力の習得
・正しいブレーキ操作の習得

事業者等が開催する交通安全教室への参加
・楽しみながら自転車の運転に必要な基本的な技能を習得
・他の参加者と「ぶつからない」「順番を待つ」等を通じ、社会性を身に付ける
・信号や標識の意味、取るべき行動を学ぶ

段階的に目標を設定
例）「歩きながら前進する」→「地面を蹴って前進する」⇒「ペダルを漕いで前進する」

→バランス感覚を体得する
例）「ブレーキ操作の練習」→「進む、止まるを繰り返す」

→二輪車はバランスを保つためにある程度の速度が必要
→安全に止まる技能（ブレーキ操作）の体得が必須

視聴覚教材（アニメ）や紙芝居（イラスト）の活用
・こどもの興味をひき、飽きさせない工夫が必要
・交差点で起こりうる事故事例等を動画等で具体的に示す
・「赤信号は必ず止まる」「青信号は横断歩道を渡ることができる」等の信号の意味を理解
できたら、横断する際の安全確認の方法とその必要性について、段階的に教える

観察学習を通じて教育内容に具体性を
持たせることでこどもの理解を深める

日常生活を通じた学習
・外出時や通園時に他の交通主体が存在することを理解させる
・園生活などの集団生活を通して、他者や物へぶつからないことを理解させる

未就学児は集中力が短いため、
短時間で効率よく実施

交差点に設置の横断歩道を青信号で横断する場合にも、安全確認が必要で
あることの理由の一つとして教える １

親子向け交通安全教育で学んだことが生かせる

幼児の特性「大人のまねをする」を生かした観察学習
・交差点において「止まる」「見る」「確かめる」を実践する（声掛けをする）
・実際の危険箇所において、具体的に生じる危険の例示ととるべき行動を示す

親子向け交通安全教室に参加
保護者もこどもと一緒に参加することで
・正しい交通ルール等を学ぶことができる
・教える“コツ”を知ることができる

等の機会になる

市街地等の混合交通を模擬した空間における実践型学習
・交差点における停止位置、安全確認の方法等を実践させる
・遮蔽物を設置し、死角（見通し）について体験させる

実車を用いた死角の実験
・車の運転者からは見えない範囲（運転席からの死角、ミラーの死角）があること
を示す

・特に車が右左折する際に危険性が高まることを示す（死角、内輪差）
・車には死角があることを理解させ、車のまわりでは遊ばないように指導する
・車そのものが死角になることを理解させ、車の直前・直後を横断しないように指
導する

歩行者保護の重要性を理解させる前提として、交通社会における他社の存在を理解さ
せ、園生活と同様に道路においても秩序ある行動を実践させる



小学校下学年

目
標

安全・安心に自転車を利用することができるよう、自転車の技能を向上させるとともに、自転車に乗る際の基本的な交通ルールを習得し、交通社会における他者
への配慮を習慣づける。
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【小学校下学年】の教育方法の例示
対象

内容

観察学習と実践型学習の併用
・交差点における「止まる」「見る」「確かめる」について、言葉の理解に加え、
具体的に

●交差点のどこで止まるのか
●どこを見るのか
●何を確かめるのか

を大人が模範を示し、こどもに実践させる
・交差点等で起こりうる事故事例を展示することで「危険」とは何かを理解させる

補助輪付自転車等を使用した乗り方練習
・自転車の練習が可能な公園や交通公園等、公道以外の場所に
おける練習

・正しいブレーキ操作の習得

事業者等が開催する交通安全教室への参加
・楽しみながら自転車の運転に必要な基本的な技能を習得
・他の参加者と「ぶつからない」「順番を待つ」等を通じ、
社会性を身に付ける

・信号や標識の意味、取るべき行動を学ぶ
体格に合った自転車を使用する
例）自転車に跨った状態で両足で自転車を支えられるか
例）しっかりブレーキを握れるか

タイヤサイズが変わるとハンドル・ブレーキ操作や足つき
に影響が生じる

視聴覚教材（アニメ）やクイズ形式教材等の活用
・こどもの興味をひき、飽きさせない工夫が必要
・通行区分や右左折の方法等、イラストや写真を活用して視覚的
に理解させる

・交差点で起こりうる事故事例について、動画等で具体的に示す
など、こどもの視聴覚に訴える

日常生活を通じた学習
・学校生活を通じて、他者とぶつからないために必要な行動等を理解する
・外出時や登下校時に配慮を要する他者（妊婦、高齢者、障害者等）の存在につ
いて理解させる（例：妊婦と衝突した場合には胎児にも影響を及ぼす）

保護者の実践による観察学習
・交差点において「止まる」「見る」「確かめる」を実践する（声掛けをする）
・実際の危険箇所において、具体的に生じる危険の例示ととるべき行動を示す

保護者の実践による観察学習
・こどもと同伴走行する際に、こどもに対して法令を遵
守した模範走行を示す

親子向け交通安全教室に参加
保護者もこどもと一緒に参加することで
・正しい交通ルール等を学ぶことができる
・教える“コツ”を知ることができる

等の機会になる

学んだ交通ルールの実践
公道における法規走行を通じて、交通ルール（知
識）の定着を図るとともに、停止位置で安全に停
止することができる等、技能の向上を図る

安全確認や合図等、他の交通主体への意思表示の
方法を習得させる

市街地等の混合交通を模擬した空間における実践型学習
・交差点における停止位置、安全確認の方法等を実践させる
・遮蔽物を設置し、死角（見通し）について体験させる

ＩＣＴの活用
・一斉学習（交通ルールの教え込み）や個別学習（交通
ルールに係るクイズ）のほか、家庭学習（交通ルール
に係るアプリ等）において活用

・短時間でも反復学習により知識の定着を図る

「技能」「行動・態度」と関連付けながら教育
交通ルールの教育を通じて、歩行者と自転車との優先
関係や、どのような配慮（義務）が必要かについて理
解させる
例）歩道における自転車の通行場所、歩行者がいる

場合の自転車の義務（一時停止）歩行者として交通社会にデビューしていることから、歩行者
の交通ルールと自転車の交通ルールを対比しつつ、効率よく
教える

スマートフォンでも利用可能な交通ルールに係るア
プリ等を活用することで、家庭において親子でも交
通ルールが学べる

登下校時の際も、交差点や横断歩道では「止まる」「待つ」「確かめる」＋
「飛び出さない」を実践させ、安全行動として定着させる

学校内のルール（例：廊下は走らない）と関連付けて、ルールが設けられて
いる理由、守らなければ起こりうる結果を理解させる

「信号を守る」「見通しの悪い交差点は危険」「車の周りでは遊ばない」等、
“聞いて知った（覚えた）”ことを実践型学習等を通じて“見て分かった、やっ
て分かった”と理解させることがねらい

２

実車を用いた死角の実験
・車の運転者からは見えない範囲（運転席からの死角、ミラーの死角）があること
を示す

・特に車が右左折する際に危険性が高まることを示す（死角、内輪差）
・車には死角があることを理解させ、車のまわりでは遊ばないように指導する
・車そのものが死角になることを理解させ、車の直前・直後の横断の危険性につい
て理解させる

※ 追加内容



小学校上学年

目
標 自転車に乗る際の交通ルールを習得するとともに、道路における危険を理解し、車道通行を前提とした他の交通主体への配慮を習得する。
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【小学校上学年】の教育方法の例示
対象

内容

危険箇所におけるフィールドワーク、交通安全マップの作成
（危険箇所のプロット）
・学区内における“ひやりはっと体験”から“危険”を振り返らせ
る（危険箇所の抽出）

・フィールドワークを通じてそれぞれの場所における“危険”を
考察させ、危険箇所として抽出させる（危険予測）

・抽出した危険箇所の見える化を図り、教材として活用する
（交通安全マップの作成）

自転車販売事業者（購入時）による交通安全教育
・自転車の種類別の特性、自転車の種類に応じた運転時の注意
点等を理解させる

・自転車の整備点検の必要性と方法について理解させる

事業者等が開催する交通安全教室への参加
・楽しみながら自転車の運転に必要な基本的な技能を習得
・信号や標識の意味、取るべき行動を学ぶ
・速度の加減速、ブレーキ操作等、技能の向上を図る

体格に合った自転車を使用する
タイヤサイズが変わるとハンドル・ブレーキ操作や足つき
に影響が生じる

視聴覚教材、イラストを用いた教材、クイズ形式教材等の活用
・通行区分や右左折の方法等、イラストや写真を活用して視覚的
に理解させる

・交差点で起こりうる事故事例について、動画等で具体的に示す
など、こどもの視聴覚に訴える

日常生活を通じた学習
・下級生の模範になるべきことを自覚させ、安全行動を実践させる
・外出時や登下校時に配慮を要する他者（妊婦、高齢者、障害者等）に対して取るべき
行動について理解させる（例：衝突を回避するために減速・停止の措置）

保護者の実践による観察学習
・交差点において「止まる」「見る」「確かめる」を実践する
（声掛けをする）

・実際の危険箇所において、具体的に生じる危険の例示ととる
べき行動を示す

保護者の実践による観察学習
・こどもと同伴走行する際に、こどもに対して法令を遵
守した模範走行を示す

一本橋、スラローム走行等を通じて、ハンドル操作
やブレーキ操作、速度の加減速によるバランス能力
の向上を図る

学んだ交通ルールの実践
公道における法規走行を通じて、交通ルール（知
識）の定着を図るとともに、停止位置で安全に停
止することができる等、技能の向上を図る

安全確認や合図等、他の交通主体への意思表示の
方法を習得させる

市街地等の混合交通を模擬した空間における実践型学習
・交差点における停止位置、安全確認の方法等を実践させる
・遮蔽物を設置し、死角（見通し）について体験させる

ＩＣＴの活用
・一斉学習（交通ルールの教え込み）や個別学習（交通
ルールに係るクイズ）のほか、家庭学習（交通ルール
に係るアプリ等）において活用

・短時間でも反復学習により知識の定着を図る

「技能」「行動・態度」と関連付けながら教育
交通ルールの教育を通じて、歩行者と自転車との優先
関係や、どのような配慮（義務）が必要かについて理
解させる
例）歩道における自転車の通行場所、歩行者がいる

場合の自転車の義務（一時停止）学区内の危険箇所の画像等、こどもにとって身近な場所を用
いた教材を使用することにより「自分ごと化」を図る
例）同所を通行する時の自身の行動を振り返る

スマートフォンでも利用できる交通ルールに係るア
プリ等を活用することで、家庭において親子でも交
通ルールが学べる

自転車の試乗を通じて、体格に合った自転車であるか、
また乗車姿勢やブレーキ操作の方法等について確認する

カーブの手前でしっかり減速する、前後輪ブレーキ
を併用することを体得させる

自身の経験、また他者の経験（例：同じ場所であっても視
点が異なれば違う観点からの気付きがある）を通じて道路
に潜む“危険”とは何か理解させる

ＩＣＴの活用により、デジタルマップを使用した危険箇所
のプロット、同所の画像の挿入等、作業効率の向上を図る
（実施時間の確保が難しい場合等）

グループワーク
・交通安全マップや危険箇所の画像等を活用し、“危険”を共有
するとともに、危険を回避するための行動について意見交換
を行う（回避行動）

シミュレーター映像を大画面に投影して他の参加者と
共有し、交通事故の要因、回避行動について意見を求
めるなど、全員の参加を促す ３

下級生に対する発表
・交通安全マップを活用して学んだことを
下級生に発表させるなど、こどもに教育
者としての主体的な役割を与えることで、
交通安全について自ら学び、理解を深め、
交通安全意識の醸成を図る

実車を用いた死角の実験
・車の運転者からは見えない範囲（運転席からの死角、ミラー
の死角）があること等を示す

シミュレーターを活用した危険予測
・不安全行動に起因する交通事故の疑似体験
・交通事故の疑似体験を通じて、道路に潜む危険、必要となる
安全行動（徐行、安全確認等）について理解させる

危険予測・回避行動について検討・討論する中で、交通社会の一員
として、交通の安全と円滑を保つために取るべき行動についても検
討させる

※ 追加内容



中学生

目
標

自転車に乗る際の交通ルールを確認するとともに、道路における危険を理解し、これを予測して回避するために必要な能力を習得することにより、交通社会の一
員としての自覚を習得する。
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【中学生】の教育方法の例示
対象

内容

自転車販売事業者（購入時）による交通安全教育
・自転車の種類別の特性、自転車の種類に応じた運転時の注意点等を理解させる
・自転車の整備点検の必要性と方法について理解させる

視聴覚教材、イラストを用いた教材、クイズ形式教材等の活用
・交通ルールが定められている理由について、ルールに反する行為を
行った場合に起こりうる危険性を動画等で示し、理解させる

・交通事故について、交通事故発生時の措置（義務）について、義務
を履行しなければならない責任について理解させる

公道における法規走行を通じて、交通ルール（知識）の定着を図るとともに、
交通ルールを意識した運転（安全行動）を励行させる

安全確認や合図等、他の交通主体への意思表示の方法を励行させる

ＩＣＴの活用
・一斉学習（交通ルールの教え込み）や個別学習（交通
ルールに係るクイズ）のほか、家庭学習（交通ルール
に係るアプリ等）において活用

・短時間でも反復学習により知識の定着を図る

「技能」「行動・態度」と関連付けながら教育
交通ルールの教育を通じて、歩行者と自転車との優先
関係や、どのような配慮（義務）が必要かについて理
解させる
例）歩道における自転車の通行場所、歩行者いる場

合の自転車の義務（一時停止）学区内の危険箇所の画像等、生徒にとって身近な場所を用いた
教材を使用することにより「自分ごと化」を図る
例）同所を通行する時の自身の行動を振り返る

スマートフォンでも利用できる交通ルールに係るア
プリ等を活用することで、家庭において家族でも交
通ルールが学べる

自転車の試乗を通じて、体格に合った自転車であるか、また乗車姿勢やブレーキ
操作の方法等について確認する

危険箇所におけるフィールドワーク、交通安全マップの作成
（危険箇所のプロット）
・学区内における“ひやりはっと体験”から“危険”を振り返らせ
る（危険箇所の抽出）

・フィールドワークを通じてそれぞれの場所における“危険”を
考察させ、危険箇所として抽出させる（危険予測）

・抽出した危険箇所の見える化を図り、教材として活用する
（交通安全マップの作成）

日常生活を通じた学習
・他者（特に下級生）の模範になるべきことを自覚させ、安全行動を実践させる
・外出時や登下校時に配慮を要する他者（妊婦、高齢者、障害者等）に対して取るべき行動につ
いて理解させる（例：衝突を回避するために減速・停止の措置）

市街地等の混合交通を模擬した空間における実践型学習
・交差点における停止位置、安全確認の方法等を実践させる
・遮蔽物を設置し、死角（見通し）について体験させる

自身の経験、また他者の経験（例：同じ場所であっても視
点が異なれば違う観点からの気付きがある）を通じて道路
に潜む“危険”とは何か理解させる

ＩＣＴの活用により、デジタルマップを使用した危険箇所
のプロット、同所の画像の挿入等、作業効率の向上を図る
（実施時間の確保が難しい場合等）

グループワーク
・交通安全マップや危険箇所の画像等を活用し、“危険”を共有
するとともに、危険を回避するための行動について意見交換
を行う（回避行動）

下級生に対する発表
・交通安全マップを活用して学んだことを
下級生に発表させるなど、生徒に教育者
としての主体的な役割を与えることで、
交通安全について自ら学び、理解を深め、
交通安全意識の醸成を図る

危険予測・回避行動について検討・討論する中で、交通社会の一員として、
交通の安全と円滑を保つために取るべき行動についても検討させる

対歩行者事故等により損害賠償や刑事責任が発生した事例の学習
・実際に発生した自転車関連交通事故（特に対歩行者事故）事例に基づき、交通事故当事者とし
て負うべき社会的責任について理解させる

重大事故の加害者になることを自覚させ、自らの行動全てに責任が伴うことを理解させる自転車通学の生徒が模範となることで、地域全体の行動変容（同調効果）を促す

シミュレーター映像を大画面に投影して他の参加者と
共有し、交通事故の要因、回避行動について意見を求
めるなど、全員の参加を促す

実車を用いた死角の実験
・車の運転者からは見えない範囲（運転席からの死角、ミラー
の死角）があること等を示す

シミュレーター、ＶＲゴーグルを活用した危険予測
・不安全行動に起因する交通事故の疑似体験
・交通事故の疑似体験を通じて、道路に潜む危険、必要となる
安全行動（徐行、安全確認等）について理解させる

※自転車利用時に保護者等が声掛け

４

※ 追加内容



高校生

目
標

自転車に乗る際の交通ルールを確認し、道路における危険の予測・回避能力を養うとともに、将来の交通社会を担う存在として、自転車を運転する際の社会的責
任を理解し、実践する。

技
能

知
識

行
動
・
態
度

危
険
予
測

回
避
行
動

交
通
社
会
の
一
員

と
し
て
の
態
度

【高校生】の教育方法の例示
対象

内容

自転車販売事業者（購入時）による交通安全教育
・自転車の種類別の特性、自転車の種類に応じた運転時の注意点等を理解させる
・自転車の整備点検の必要性と方法について理解させる

視聴覚教材、イラストを用いた教材、クイズ形式教材等の活用
・交通ルールが定められている理由について、ルールに反する行為を
行った場合に起こりうる危険性を動画等で示し、理解させる

・交通事故について、交通事故発生時の措置（義務）について、義務
を履行しなければならない責任について理解させる

ＩＣＴの活用
・一斉学習（交通ルールの教え込み）や個別学習（交通
ルールに係るクイズ）のほか、家庭学習（交通ルール
に係るアプリ等）において活用

・短時間でも反復学習により知識の定着を図る

「技能」「行動・態度」と関連付けながら教育
交通ルールの教育を通じて、歩行者と自転車との優先
関係や、どのような配慮（義務）が必要かについて理
解させる
例）歩道における自転車の通行場所、歩行者いる場

合の自転車の義務（一時停止）学区内の危険箇所の画像等、生徒にとって身近な場所を用いた
教材を使用することにより「自分ごと化」を図る
例）同所を通行する時の自身の行動を振り返る

スマートフォンでも利用できる交通ルールに係るア
プリ等を活用することで、家庭において家族でも交
通ルールが学べる

自転車の試乗を通じて、体格に合った自転車であるか、また乗車姿勢やブレーキ
操作の方法等について確認する

５

危険箇所におけるフィールドワーク、交通安全マップの作成
（危険箇所のプロット）
・学区内における“ひやりはっと体験”から“危険”を振り返らせ
る（危険箇所の抽出）

・フィールドワークを通じてそれぞれの場所における“危険”を
考察させ、危険箇所として抽出させる（危険予測）

・抽出した危険箇所の見える化を図り、教材として活用する
（交通安全マップの作成）

日常生活を通じた学習
・他者（特に下級生）の模範になるべきことを自覚させ、安全
行動を実践させる

・外出時や登下校時に配慮を要する他者（妊婦、高齢者、障害
者等）に対して取るべき行動について理解させる（例：衝突
を回避するために減速・停止の措置）

市街地等の混合交通を模擬した空間における実践型学習
・交差点における停止位置、安全確認の方法等を実践させる
・遮蔽物を設置し、死角（見通し）について体験させる

自身の経験、また他者の経験（例：同じ場所であっても視
点が異なれば違う観点からの気付きがある）を通じて道路
に潜む“危険”とは何か理解させる

ＩＣＴの活用により、デジタルマップを使用した危険箇所
のプロット、同所の画像の挿入等、作業効率の向上を図る
（実施時間の確保が難しい場合等）

グループワーク
・交通安全マップや危険箇所の画像等を活用し、“危険”を共有
するとともに、危険を回避するための行動について意見交換
を行う（回避行動）

危険予測・回避行動について検討・討論する中で、交通社会の一員として、
交通の安全と円滑を保つために取るべき行動についても検討させる

対歩行者事故等により損害賠償や刑事責任が発生した事例に基
づく学習
・実際に発生した自転車関連交通事故（特に対歩行者事故）事
例に基づき、交通事故当事者として負うべき社会的責任につ
いて理解させる

重大事故の加害者になることを自覚させ、自らの行動全て
に責任が伴うことを理解させる

自転車通学の生徒が模範となることで、地域全体の行動
変容（同調効果）を促す

実車を用いた死角の実験
・車の運転者からは見えない範囲（運転席からの死角、ミラー
の死角）があること等を示す

シミュレーター、ＶＲゴーグルを活用した危険予測
・不安全行動に起因する交通事故の疑似体験
・交通事故の疑似体験を通じて、道路に潜む危険、必要となる
安全行動（徐行、安全確認等）について理解させる

警察・自治体等が開催する交通安全イベント等への参加
・地域における交通安全イベント等への積極的な参加を通じて、
安全な交通社会を実現するために交通社会の一員としての高
校生の責任と役割を理解させる

・生徒の主体的な取り組みを通じて、生徒の交通安全意識の醸
成を図る

公道における法規走行を通じて、交通ルール（知識）の定着を図るとともに、
交通ルールを意識した運転（安全行動）を励行させる

安全確認や合図等、他の交通主体への意思表示の方法を励行させる

※自転車利用時に保護者等が声掛け

シミュレーター映像を大画面に投影して他の参加者と
共有し、交通事故の要因、回避行動について意見を求
めるなど、全員の参加を促す

下級生に対する発表
・交通安全マップを活用して学んだことを
下級生に発表させるなど、生徒に教育者
としての主体的な役割を与えることで、
交通安全について自ら学び、理解を深め、
交通安全意識の醸成を図る

※ 追加内容



成人 高齢者

目
標

自転車に乗る際の交通ルールを確認するとともに、他の年代の模範となる行動を
実践し、こどもに対して交通ルールを教える立場にあることを自覚する。

自転車に乗る際の交通ルールを確認するとともに、加齢に伴う身体機能の変化を
知り、それに応じた安全な運転を行う。

技
能

知
識

行
動
・
態
度

危
険
予
測

回
避
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動

交
通
社
会
の
一
員

と
し
て
の
態
度

【成人】・【高齢者】の教育方法の例示
対象

内容

自転車販売事業者（購入時）による交通安全教育
・自転車の種類別の特性、自転車の種類に応じた運転時の注意点等を理解させる
・こども乗せ自転車の特性及び運転時の注意点等を理解させる

ルールブック、リーフレット等の活用
・自己の自転車利用時の振り返り（交通ルールを遵守した運転であるか否か）を行うため、また、こどもや家族が自転車利用する際に交通ルールの遵守等注意喚起を行うため、機会あるごとに交通
ルールを再確認する

アプリ、ｅラーニング等の活用
・家庭において家族と交通ルールについて再確認を行う（こどもと一緒に学ぶ）
・勤務先等において、雇用主事業者指導の下、交通ルールの再確認を行う

警察・自治体・交通安全教育を行う民間事業者や地域の団体等が提供する交通ルールに係るリーフレット、ルールブック、動画、アプリ等の交通安全コンテンツの活用

自転車の試乗を通じて、自転車の取り回し方法や幼児用座席にこどもを乗降車させる際の注意点等、また電動
アシスト自転車がベースである場合は同車の特性等について理解させる

６

家族、自治体等による危険箇所の教示と同所通行時の注意喚起
・路外逸脱（転落）の危険性が高い箇所等を具体的に教示し、地域の危険箇所について認識させる
（例：転落防止措置が講じられていない用水路等）

・危険箇所通行時の留意事項を教示し、実践させる（例：荷物積載時はバランスを崩しやすいため、
危険箇所付近では自転車から降車し、押して通行する）

交通ルールや危険予測に関して、自ら学んだことや自らの経験に基づいて他者へ教育
・他者（特にこども）の模範になるべき立場であることを自覚する
・他者への教育、また模範行動の実践を通じて、交通社会の一員としての責任を再確認する

シミュレーター、ＶＲゴーグルを活用した危険予測
・不安全行動（高齢者の場合、加齢に伴う身体機能の変化の影響を含む。）に起因する交通事故の疑似体験
・交通事故の疑似体験を通じて、道路に潜む危険、必要となる安全行動（徐行、安全確認等）について再確認させる

家族、自治体等による呼びかけ、高齢者向け交通安全教室への参加
・加齢により身体機能に変化が生じることを理解（自覚）させる
・身体機能の変化が「認知・判断・操作」に影響を及ぼすことを認識させる

シミュレーターによる疑似走行体験や実車による走行体験等により、自己の
身体機能（運転技能レベル）について確認させる

成人の「危険予測・回避行動」は、高校生までの習得を目指すが、自治体等が開催する
交通安全啓発イベント等において、シミュレーター等を活用した危険予測能力を再確認
する

警察・自治体等が開催する交通安全イベント等への参加
・地域における交通安全イベント等への積極的な参加を通じて、安全な交通社会を実現するために交通社会の一員として責任と役割を再確認する
・地域が一体となったこどもの見守り活動への参画等、交通安全活動は社会全体で取り組む必要があることを再認識する

こどもの見守り活動や街頭での交通安全指導を行うに当たり、正しい交通ルールを再確認するとともに、他者への教育を通じて自己の交通安全意識の高揚を図る

模範行動を実践するに当たり、自己の行動を振り返り、不安全行動を改める

※ 追加内容


